
令和４年度第１回上尾市不登校対策推進委員会 

 

令和４年７月１２日（火） 

午後２時から午後３時３０分まで 

上尾市青少年センター 会議室２・３ 

 

次   第 

 

 

○ 開会のことば                  

 

１ 委員長選出 

２ 委員長挨拶 

３ 調査・検討（進行 委員長） 

（１） 上尾市の不登校の現状・課題 

 

（２） 上尾市不登校対策基本方針の検討 

 

４ 諸連絡 

                         

○ 閉会のことば   

                

【諸連絡】 

●第２回上尾市不登校対策推進委員会 

  ・日時  令和４年１０月１２日（水） 午後１時３０分 

   ・場所  上尾市青少年センター 会議室２・３ 
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資料１ 
令和４年度上尾市不登校対策推進委員会の流れについて 

１ スケジュール 令和４年７月以降 

令和４年７月 委嘱・任命式及び第１回委員会 

・本市の不登校の現状と課題 

・基本方針の柱を決定 

９月中旬 ・基本方針アウトライン資料作成（事務局） 

 →委員長諮問、委員に提示する 

１０月 第２回委員会 

・基本方針原案作成 

１月中旬 ・基本方針（案）を作成（事務局） 

 →委員長諮問、委員に提示する 

２月 第３回委員会 

・基本方針（案）決定 

・ICT等ガイドライン原案作成 

３月 不登校対策基本方針策定→市内周知 

令和５年度以降

に想定される調

査検討 

・ICT等活用等の出席扱いに関するガイドライン 

 →ICT活用、フリースクール、その他の民間施設 

・各現場、職に求められる具体的支援 

・必要とされる連携（関係機関連絡協議会等） 

・具体的事例による研究 

 

 

 

 

 

２ 上尾市不登校対策基本方針策定について 

 各学校の特徴に応じた様々な不登校対策が行われているが、不登校は増加

の一途を辿っている。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 上尾市不登校対策基本方針策定に向けた具体的なスケジュール 

（１）上尾市の現状・課題の分析 ※第１回委員会 

 ・不登校の現状（全国的な視野も含めて分析する） 

 ・これまでの不登校対策の実効性の検証及び対応状況 

 ・上尾市の不登校対策の課題の洗い出し 

（２）柱の決定 ※第１回委員会 

 ・不登校対策に対する全体的な方向性 

 ・重点対応（時期・段階）の視点 

 ・対応する関係機関（学校・家庭・行政など）ごとの視点 

 ・連携する際の視点 

（３）基本方針（案）の決定 ※第２～３回委員会 

 ・それぞれの柱における具体的視点、取組等を明記 

 

 

学校間及び教員間の温度差 小・中の差異 支援方法・視点の偏り 

組織的取組への意識不足 家庭の意識変化  

上尾市立学校として統一見解のもと、不登校対策を推進する必要性 

↓ 

上尾市不登校対策基本方針策定 
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2022/7/12

1

上尾市立学校
不登校の現状と課題

上尾市教育委員会教育センター

上尾市について

人 口：２３０，３６７人（６／１現在）
学 校 数：小学校２２校 中学校１１校
児童生徒数：１６，５９３人（５／１現在）
学 級 数：通常の学級 ５１０学級

特別支援学級 ７２学級
そ の 他：アッピー（市のイメージマーク）

上尾市シティハーフマラソン
※ 世界陸連・日本陸連公認コース
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現状①-1 長期欠席児童生徒数から

・過去７年間年々増加している。
※R2から従来の欠席日数に出席停止等と忌引きも合算

・小学校は、令和３年度に１００人以上
増加し、３００人に迫っている。

・中学校は、この２年間３００人を
超え、４００に迫っている。

・全体として、長期欠席児童生徒数が
急増している状況であり、早急な対応
が必要だと考えられる。

326
365

402
425 436

470

691

95
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162

293

231 237
263 277 292 308

398

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

上尾市の長期欠席児童生徒数の推移（H27～）

上尾市の長期欠席児童生徒数 小学校 中学校

現状①-2 令和３年度の状況から
・令和３年度は顕著な増加

※R2から従来の数値に出席停止等と忌引きも合算

・令和３年度の不登校＋長期欠席数
→５１５人

３０日以上の出席停止等と忌引き数
→１７６人

・新規長期欠席数は４１７人
→全体の約６０％を占める

課題：未然防止の必要性
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現状② 不登校の要因から（令和３年度）

課題：心の健康保持に係る教育の実施

・不安、無気力が最も多い
２項目で占める割合
→小：８９％、中：８６％

・学校における人間関係に
起因するケースもある

（友人・教師など）

・家庭環境による不登校も
増加傾向にある

【小学校】不登校 87人  【中学校】不登校 257人   

欠席状況 人数  欠席状況 人数  合計人数 
人間関係 4  人間関係 26  30 
遊び・非行 0  遊び・非行 0  0 
無気力 36  無気力 88  127 
不安 41  不安 133  171 
その他 6  その他 10  16 

       
【小学校】長期欠席 206人  【中学校】長期欠席 141人   

病気 86  病気 83  169 
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染回避 72  新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染回避 21  93 
その他(家庭の事情含)
む) 

48  その他(家庭の事情含)
む) 

37  85 

 

現状③-1 教育センターにおける教育相談から

年度 H２９ H３０ R１ R２ R３

教育相談
延べ件数（件） ９，６１７ ９，２６０ １１，１２７ １２，８８７ １５，３８３

内不登校に関する
相談件数（割合）

６，６４７
（６９％）

６，９５２
（７５％）

８，８１８
（７９％）

９，９０９
（７７％）

１２，７２０
（８３％）

・年々、増加の一途を辿っている

・令和３年度には、不登校相談件数の割合は８０％を超えた

・アウトリーチ支援のニーズ急増（SSW対応）→詳細次ページ
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現状③-2 教育センターにおける教育相談から
・令和２年度から８人体制（４人増）
→派遣件数：１．７倍
対応延べ件数：２．５倍 ※数値はR1-R3比較

・学校がつながることができない家庭の増加

・引きこもり傾向の児童生徒の増加
→ゲームや動画視聴等による生活リズムの乱れ

・家庭環境が要因と思われるケース増
→ひとり親家庭、外国籍家庭
→ネグレクト、ヤングケアラー疑い

・教育委員会配置型（学校の申請に応じて派遣）

課題：適切な家庭支援と福祉機関との連携

課題：個に応じた指導の充実
適切な教育形態に関する

相談の充実

○学校における指導充実の必要性

→日常の学習や生活に対する指導

→トラブル対応時の指導（児童生徒が納得しているか）

→家庭が求める指導とのギャップ

現状③-3 教育センターにおける教育相談から
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これまでの取組から①-1

課題：対策チームの確立、研修会の実施

各学校の組織的取組

・不登校対策チームの常設と
定期的な会議の開催

・全職員による不登校対策
研修会の実施

これまでの取組から①-2校内支援体制について

＜連絡方法＞
電話連絡 家庭訪問 オンライン授業配信オンライン相談

＜別室での支援＞
・さわやか相談室
・学習室
・学年室
・保健室 など

＜主な対応教職員＞
担任、学年主任
教育相談主任、養護教諭 など

＜専門職による支援＞
・さわやか相談室相談員
・スクールカウンセラー
・スクールソーシャルワーカー

人

場所
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これまでの取組から②-1 教育センターの不登校対策

＜相談者に寄り添った相談体制の充実＞
来所・訪問・電話・メール・オンライン・公共施設を利用したサテライト

これまでの取組から②-2教育センターの不登校対策

＜情報コーナーの設置＞

＜オンライン教材を使用しての学習＞

Wi-Fi設置

＜オンライン相談・連絡会・研修会の実施＞
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これまでの取組から③-1

課題：関係機関に対する正しい認識
学校が主体となった連携の充実
教育委員会の関係機関への働きかけ

関係機関との連携
年度 小学校 中学校 合計

令和元年度 77.8％ 66.2％ 67.9％
令和2年度 86.4％ 67.3％ 69.6％
令和3年度 77.0％ 70.8％ 72.4％

連携機関 小学校 中学校 合計
さわやか相談室 13.8％ 44.0％ 36.3％
教育センター 50.6％ 26.5％ 32.3％
その他の機関 39.1％ 27.2％ 30.0％

＜関係機関等連携率の経年変化＞

＜令和３年度連携状況内訳＞

・連携率は上昇傾向

・連携のない３割弱の児童生徒への支援

・関係機関活用へのハードル
→活用に対する先入観【学校】
→役割の認識不足【学校】
→連携の際の学校の主体性
→学校教育への理解【関係機関】

これまでの取組から③-2 関係機関との連携
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これまでの取組から③-2 関係機関との連携

これまでの取組から④ 不登校に対する理解促進
・不登校対策関係資料の周知
→不登校への適切な支援につなげる

・ICT活用、ユニバーサルデザイン視点による授業

課題：学校職員・保護者への啓発
個に応じた指導の充実
適切な教育形態に関する相談の充実
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取り組むべき課題（未然防止）
○誰一人取り残されない学校づくり（魅力ある学校）
・個に応じた指導の充実
・心の健康保持に係る教育の実施
・適切な就学形態に関する相談の充実
・不登校対策チームの確立

○不登校に対する理解促進
・全職員による研修会の実施
・学校職員への啓発（資料配布・研修会等）
・関係機関への働きかけ

○家庭の意識高揚、支援の充実

取り組むべき課題（初期対応）

○不登校傾向のある児童生徒に関する支援ニーズの
早期把握・早期対応

・個に応じた指導の充実
・心の健康保持に係る教育の実施
・ICT等の効果的活用

○不登校に対する理解促進
・学校職員及び保護者へのサポート

○関係機関への接続の検討
・関係機関に対する正しい認識
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取り組むべき課題（その他）
○不登校児童生徒への段階的な支援
・個別の学校復帰支援計画の作成（ICT活用など）
・学校復帰の場の確保（物的・人的条件）

○不登校に対する理解促進
・学校職員への啓発（資料配布・研修会等）

○不登校児童生徒への学力保障
○家庭支援、福祉機関等との連携
・学校が主体となった連携の充実
・関係機関に対する正しい認識



 

 

資料３ 

上尾市不登校対策基本方針（案） 

上尾市教育委員会 

基本方針策定の意義 

 

１ 不登校児童生徒の定義 

   学校における集団の生活に関する心理的な負担その他の事由のために就学が困難で

あるとして相当の期間学校を欠席する児童生徒のことをいう。 

 

 

 

２ 不登校への基本的な考え方 

 

 

 

３ 学校内の組織づくり 

 

 

 

４ 不登校の未然防止の視点 

 

 

 

５ 学校の取組 

 

 

 

６ 保護者との連携及び支援 

 

 

 

７ 地域及び関係機関等との連携 

 

 

 

８ 教育委員会の役割 



 

 

資料３ 

 



 

 

令和４年度上尾市不登校対策推進委員会委員名簿 

 

 
No 委員氏名 所  属（職名） 備考 

１ 小林 正幸 
カウンセリング研修センター学舎ブレイブ理事長 

東京学芸大学名誉教授 
 

２ 吉永 惠子 埼玉県スクールソーシャルワーカー・スーパーバイザー  

３ 青木由美子 上尾市立上平北小学校（校長）  

４ 伊藤  潔 上尾市立上尾中学校（校長）  

５ 池田恵美子 上尾市立中央小学校（教諭）  

６ 遠藤 惠美 上尾市立東中学校（養護教諭）  

７ 村田 理枝 上尾市教育センター（教育相談員）  

８ 波潟 文江 上尾市教育センター（スクールソーシャルワーカー）  

９ 石井太佳子 上尾市立原市中学校（さわやか相談室相談員）  

10 石井 英次 上尾市 PTA連合会（副会長）  

 

○事務局 

No 委員氏名 所  属（職名） 備考 

１ 太田 光登 学校教育部長  

２ 加藤 浩章 学校教育部次長  

３ 瀧澤  誠 指導課長兼教育センター所長  

４ 田﨑  守 教育センター主幹  

５ 國分 隆幸 指導課副主幹  

６ 大津 浩一 教育センター副主幹  

 


